
 

 

 

 

 
 

  
第 42回 文化発表会 １１月９日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「相手に共感しながら聞く」ことは、「理解
して理解される」では最も大切なポイント
だと言われています。 
「相手は、こう考えているから、このよう
な言動をとっているんだな」と相手の身に
なって共感して聞くことができれば、その
人との関係も次のステップに進めるかも
しれません。 

しかし、それは一度で作れる関係ではなく、少しずつ時間
をかけて、コツコツと続けていかなければならないものだ
と思います。 
私は、人のいろいろな面に目を向け、気持ちを理解し、尊

重しようと意識をしてみています。しかし、嘘をつく人、言
葉に棘がある人、すぐに不機嫌になったり癇癪を起こした
りする人とは、理解しようとしていく中で辛くなってしま
い、「もういいや」と諦めてしまいます。 
反対に、物事に一生懸命に取り組む人や、約束を守ってく

れる人に対しては、理解できないことがあっても、「理解し
たいな」「話を聞いてみよう」という気持ちが生まれてきま
す。 
私は「理解して理解される」関係は、信頼できる相手同士

でないと成り立たないと思います。自分が共感して理解さ
れたいならば、信頼される人物であることが前提であるは
ずです。世羅西のできあがった関係性の中では「信頼され
る」必要性を感じていなくても、これから新たな環境で人間
関係を作っていく際に、信頼できる人物であるかどうかは、
「相手に理解される」際に大きく影響してくるはずです。 
私も、今一度、自分の生活を見直して、「理解して理解さ

れる」関係の基盤である、「信頼される自分」を作っていき
たいと思います。 

 

「どうして私のことを分かってく 
れないのだろう」 
みなさんは、そのように感じたこ

とはありませんか。私は、そのよう
な気持ちになったことが何度かあ
ります。今回、７つの習慣の「理解
して理解されること」について調べ
てみて、新しい学びがありました。 

７つの習慣には、「理解して理解される」とは、コミ
ュニケーションにまつわる習慣だと書かれています。 
よく、コミュニケーションがうまくいかないことが

ありますが、それは本当に相手のことを深く理解でき
る聴き方が出来ていないから、うまく気持ちを理解し
合えないそうです。 
その大きな原因として、まず自分を理解してもらお

うと考えているからだと挙げられていました。 
例えば、自分の言いたいことだけを分かってもらお

うとして、相手の話を聞かなかったり、聞くふりをし
たり、会話の一部分のみを聞いていることが原因で
す。これを読んで、私にも当てはまることがありまし
た。 
私はよく、友達と話している時、話を相手に理解し

てもらえるように、一生懸命自分の話ばかりをしま
す。しかし、相手が話しているときには、分からない
ことを聞き直せなかったことがありました。だから、
分かりあえずに気持ちが晴れないという経験をした
のだと思います。 
これからは、自分の話を理解してもらうよりも先

に、相手をまず理解しようという順番で、コミュニケ
ーションを取るようにしていきたいです。 
。 

回 覧 
令和６年１２月５日  

学校だより（第９号）  

 

はばたき 
赤い羽根共同募金の取り組み 

今年も、生徒会が中心と 

なり、赤い羽根の共同募金の 

活動に取り組みました。 

生徒の募金と職員の募金 

を１１月２7日に社会福祉 

協議会へお渡ししました。 

ご協力ありがとうございました。 

防災訓練 （地震・火災対応訓練） 

１１月２１日（木）に、地震・火災発生を想
定した、防災訓練を実施しました。生徒と教職

員は、「緊急地震速報」を聞き、地震から身を守
る行動、更には、火災から安全に避難するため

の行動を確認しながら、真剣に訓練に取り組み

ました。また、消火器の 
正しい使い方を体験しま 
した。 

 

発表朝会 11月 13日（水）「理解して理解される」 

１年 佐々木 春寧 ３年 原 弥月 

世羅消防署世羅西出張所員の方々、  
ご指導ありがとうございました。 

 

中国中学校駅伝競走大会 11月 17日（日） 

東広島で行われた中国中学校駅伝競走大会

に、女子が出場することができ、選手たちは全員

粘りの走りを見せ、ベストを尽 

くすことができました。 
（結果：女子41位） 

今年度のテーマを「百華斉放(ひゃっかせいほう)」とし、「全員で試行錯誤することで良いも

のを作り上げ花開く文化発表会にする」という思いが込められ、世羅西中学校の伝統を途切ら

せることなく、「明神の舞」を更に磨き高め、創り上げようと取り組んできました。当日は、参

観者にはもちろん、家族や地域の方、指導してくださった講師の方にも感謝の気持ちを届けよ

うと、全力で頑張りました。ご支援していただいた皆様、ありがとうございました。 

 



 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  
                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 １２月の行事予定 日 曜 １月の行事予定 

1 日 服部杯マラソン大会 1 水 〈元日〉  

2 月 スクールカウンセラー来校日  2 木 〈年始休日〉  

3 火   3 金 〈年始休日〉  

4 水 
県道徳公開研修（兼） 
せらにし教研大会 

4 土   

5 木   5 日   

6 金 PTA本部役員会 6 月 仕事はじめ 

7 土   7 火 
始業式 生徒会任命式 登校指導 
PTA本部役選委員会 

8 日 世羅駅伝競走大会 8 水 第４回確認テスト（全学年） 

9 月 スクールカウンセラー来校日  9 木   

10 火  学校諸費口座振替 10 金 
学校安全の日 
３年学年末テスト 

11 水 
朝会  学校安全の日 
生徒会役員選挙⑥ 

11 土   

12 木 修学旅行前健診  12 日   

13 金   13 月 〈成人の日〉 

14 土   14 火 
３年学年末テスト 
家族の日 

15 日   15 水 
３年学年末テスト 
修学旅行（２年） 

16 月   16 木 修学旅行（２年） 

17 火   17 金 修学旅行（２年） 

18 水 家族の日  18 土   

19 木 期末懇談会 19 日   

20 金 期末懇談会  給食費口座振替 20 月 給食費口座振替  

21 土   21 火   

22 日   22 水 発表朝会 

23 月 
非行防止教室 
終業式  

23 木   

24 火 冬季休業～1/6 24 金 
PTA本部役員会 
生徒委員会 

25 水   25 土 英検③ 

26 木 
 

26 日 世羅西駅伝大会【PTA参観日(校内駅伝)】 

27 金 仕事納め 27 月 振替休日 

28 土   28 火 スクールカウンセラー来校日  

29 日 
  

29 水 
朝会 
「明神の舞」引継式④ 

30 月 〈年末休日〉  30 木 世羅町道徳教育推進協議会授業公開 

31 火 〈年末休日〉  31 金 中学校入学説明会 

 

 

◆郡美展（絵画の部）    ◆郡美展（書写の部）     ◆第 68回科学賞 

推 奨：宮本 林奈（3年）    推 奨：宮本 林奈（３年）       佳 作：松本 千慧（2年） 

推 奨：小磯里莉奈（2年）    金 賞：石井 優多（２年）       佳 作：出雲 華帆（2年） 

推 奨：倉本みのり（1年）     金 賞：地森 楓花（２年）       佳 作：松本 千潤（1年） 

金 賞：福永  楓（3年）    金 賞：森政 結太（１年） 

金 賞：村上 智紀（2年）    銀 賞：福永  楓（3年）  ◆明るい選挙啓発ポスター 

金 賞：松本 千慧（２年）    銀 賞：見藤 希乃（3年）     コンクール 

金 賞：倉石 一輝（1年）    銀 賞：村上 智紀（2年）      入 選：宮本 林奈（３年） 

銀 賞：原  弥月（3年）    銀 賞：小   蛍（2年） 

銀 賞：上川 真央（2年）    銀 賞：松本 千慧（2年）  ◆防犯作文コンクール 

銀 賞：森岡 夏菜（2年）    銀 賞：三木 翔太（1年）      佳 作：福永  楓（３年） 

銀 賞：佐々木理子（1年）    銀 賞：見藤 由珠（1年） 

   

     

 

  

     

  

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

  

校長コラム「未来」⑫ 

 去る11月９日（土）に開催しました第42回文化発表会では、来賓の 

皆様、保護者・地域の皆様など、約250名近くの多くの方々にご来場い 

ただき、世羅西中学校の生徒の頑張る姿をご覧いただくことができまし 

た。改めて、ご来場いただきました皆様に感謝申し上げます。誠にあり 

がとうございました。 

 来賓、保護者、地域の皆様から頂戴したアンケートの結果では、 

「文化発表会の目的に迫る内容であったか」の問いに対して、右の円 

グラフのように、肯定的回答が100％という結果をいただくことができ 

ました。 

生徒のあいさつの中にもありましたが、「十八代目が、これからの代の基準になる」という思いで、本年度か

らは会場を、地域の優れた教育資源である「せらにしタウンセンター」に移すとともに、生徒数が減少する中で

も「明神の舞」を継承するという強い思いを持ちながらアレンジを加え、生徒・教職員、保護者の皆様、そして、

地域の皆様の「チーム世羅西中」で見事に「新たな基準」を創造できたと思っています。 

アンケートに寄せられたコメントの一部には、 

○ タウンセンターでの開催は良かったと思います。地域の方も来やすいし、子供達の作品も見ることができ

たから。体育館よりも迫力があり見応えもあり、なにより子供達の一生懸命な姿が間近でみれてとても感動

した発表会でした。 ありがとうございました。 

○ 明神の舞をたくさんの人に見てもらえたらいいと思っていたので、タウンセンターでの開催、素晴らしい

と思いました。 

○ 生徒全員の頑張りが見えた素晴らしい発表会でした。涙が出たよという声も聞きました。 

○ つばきホールで開催したことで、地域の方も足を運びやすかったのではないかと思います。また、環境が

整っているので、すべての発表について迫力が違いました。感動でした！ 学校とタウンセンターの行き来や

荷物の運搬など生徒も先生方も大変だったと思います。本当にありがとうございました。 

○ 会場準備など、大変だったと思います。学年を超えて、全校生徒で創り上げる良い発表でした。地域文化

を継承しつづけることは大変な事であると思います。引き続き、頑張ってください。 

○ とても明確な表現でした。素晴らしいと感じました。人数は多くはないが、一人一人が、目的と方法をし

っかり持っているのでしょう。また、合唱でも、大変素晴らしいハーモニーを聴かせてくれました。 

  「明神の舞」は、リニューアルされたそうですが、改めて、よく努力し、創り上げられたと思うし、誇りと

なるものだと思いました。先生方のご指導に敬意を表します。 

 

 この他にも、次年度以降の取組に向けて参考になる貴重なご意見を数多くいただいています。頂戴したご評

価を励みに、引き続き、地域に愛され、地域とともにある世羅西中学校を目指していきます！ 

 

 

とてもそう思う

９３％

少しそう思う

７％


